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４－ 10　関東甲信地方の地殻変動
Crustal Movements in the Kanto District

国土地理院
Geospatial Information Authority of Japan

［水準測量］
第 1 図は，千代田区からさいたま市に至る水準測量結果である．最新の観測結果には，目立っ

た変動は見られない．
第 2 図は，中央区から君津市までの水準測量結果である．目立った変動は見られない．
第 3 ～ 4 図は，房総半島南部における水準測量結果で，前回 2006 年秋に対する今回 2010 年秋の

上下変動である．第 3 図では特段の変動は見られない．第 4 図では，長期的な傾向である布良験潮
場側の沈降が見られる．

第 5 図で見られる君津市から富津市にかけての沈降は珍しいが，局所的な変動とみられる．
第 6 図では定常的な鴨川市側の隆起が見られる．
第 7 ～ 8 図は，水準測量網平均計算による房総半島南部における上下変動である．外房の勝浦験

潮場から見て，布良検潮所が沈降するという 1990 年代からの（水準測量による）長期的な傾向，
及び GPS 連続観測による結果，潮位データの傾向と整合している．

第 9 図は，藤沢市から水準原点までの水準測量の結果である．西側の小さな沈降が見られる．
第 10 図は，三浦半島で実施された半島西側の路線の水準測量の結果である．半島の先端側が沈

降の傾向にある．右下に示した環閉合差の結果は，前回と同様小さい．
第 11 図は，三浦半島で実施された半島東側の路線の水準測量の結果である．半島の先端側が沈

降の傾向にある．
第 12 図は水準原点に対する三浦半島の上下変動時系列である．長期的に見て 1960 年代以降，

半島の先端側が継続的に沈降している．また，三浦半島の付け根の F25（横浜市），J35-7（横
浜市）も最近 30 年間は継続的に沈下の傾向である．今回の結果は，半島先端の沈降量は小さ
めではあるが，長期的な傾向の範囲内の変動である．

［歪み・傾斜　館山］
第 13 図は館山地殻活動観測場の伸縮計，傾斜計の連続観測データ（日平均値）である．最

近は特段の変化や飛びは見られない．なお，2011 年（平成 23 年）1 月 5 日に観測を終了した．

［EDM　辺長　鹿野山］
第 14 図は鹿野山で行っている辺長観測の結果である．2009 年 10 月に器械更新に伴うわず

かなオフセットの補正（小糸 8mm，人見 11mm，大坪山 7mm）が行われた．2011 年 3 月に
人見測点を再設置・オフセットの補正した後，この基線にわずかな短縮が観測された．

［GPS 2011 年 4 月 12 日長野県北部の地震 ( 最大震度５弱，深さ約 0km，横ずれ )］
第 15 図は，2011 年 4 月 12 日に発生した長野県北部の地震 (M5.6) に伴う GPS 連続観測による

水平変動ベクトル図及び基線変化グラフである．長野栄観測点で 2.6cm の地殻変動が観測された．
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［GPS　高度地域基準点測量（繰り返し観測）　関東］
第 16 ～ 17 図は，関東北部地区の三角点の GPS 繰り返し観測の結果である．期間により表示す

る歪みのスケールを変えて作図している．基本的にわずかな縮みが見られる．群馬県に見られる
伸びと縮みは赤城山一等三角点に起因している可能性がある．第 66 図埼玉県西部に見られる北西
- 南東方向の縮みは 1923 年の関東地震の影響とみられる．

第 18 ～ 19 図は，甲信地区の三角点の GPS 繰り返し観測の結果である．第 18 図下段の図の北
側で GEONET の歪み図にも見られる新潟－神戸歪集中帯の北西－南東方向の縮みが見られる．
第 19 図の下段では，北部では，歪集中帯の他，1918 年の大町地震（網の北西部），1965 年からの
松代群発地震（網の北東部）の影響が含まれる．南東部では 1923 年の関東地震の影響が見られる．
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第１図　水準測量による千代田区～さいたま市の上下変動
Fig. 1  Results of Leveling Survey from Chiyoda districts to Saitama city.
 

第２図　水準測量による中央区～君津市の上下変動
Fig. 2  Results of Leveling Survey from Chuo city to Kimitsu city.
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第３図　水準測量による館山市～南房総市の上下変動
Fig. 3  Results of Leveling Survey from Tateyama city to Minamiboso city.

第４図　水準測量による館山市～勝浦市の上下変動
Fig. 4  Results of Leveling Survey from Tateyama city 

to Katsuura city.

第５図　水準測量による君津市～館山市の上下変動
Fig. 5  Results of Leveling Survey from Kimitsu city 

to Tateyama city.
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Fig. 6  Results of Leveling Survey from Futtsu city to Kamogawa city.

第７図　房総半島南部の上下変動
Fig. 7  Vertical movement by leveling survey in 

southern part of Boso Peninsula (1/2).

第８図　房総半島南部の上下変動 
Fig. 8  Vertical movement by leveling survey in 

southern part of Boso Peninsula (2/2).

基２５

１０８２８

１０８２９

１０８３０

１０８３１

１０８３２

１０８３３

１０８３４

１０８３５

１０８３６

１０８３７

１０８３８

１０８３９

１０８４０

１０８４１

１０８４２

１０８４３

１０８４４

１０８４５

１０８４６

１０８４７

１０８４８

１０８４９

５３６７－２

ＦＡ－３

基２６

附Ｆ２

油壺験潮場固定点

ｃ
ｍ

　
　

１

　
　

０

　
－

１

２
０
１
０
．

１
０
～
１
１

２
０
０
９
．

１
０
～
１
２

ｃ
ｍ

　
　

１

　
　

０

　
－

１

２
０
０
９
．

１
０
～
１
２

２
０
０
８
．

１
０
～
１
１

ｃ
ｍ

　
　

１

　
　

０

　
－

１

２
０
０
８
．

１
０
～
１
１

２
０
０
７
．

１
１
～
１
２

ｍ

０

１
０

０

標
　
高
　
断
　
面
　
図

三
 
浦

 
半

 
島

 
東

 
側

 
の

 
上

 
下

 
変

 
動

横
浜
市

横
須
賀
市

三
浦
市

※
　
白
ヌ
キ
は
改
埋
点
を
示
す
。
２
０
１
０
．
１
０
～
１
１
使
用
成
果
は

現
地
概
算
値
に
よ
る
。

0
1
0

k
m

横
浜

市
F
2
5

油
壺

験
潮

場
5
3
6
7
-
2

三
浦

市

三
浦

市
に

か
け

て
わ

ず
か

に
沈

降
が

見
ら

れ
る

．

国
土

地
理

院
資

料



Ｊ
３
６
－
１

０
０
１
－
０
４
９

０
０
１
－
０
４
８

０
０
１
－
０
４
７

０
０
１
－
０
４
６

３
５
－
１

Ｊ
３
５
－
７

３
４
－
１

３
４

３
３
－
１

Ｆ
２
５

３
２
－
１

３
２

３
１
－
１

０
１
５
－
０
２
８

３
１

３
０
－
１

０
１
５
－
０
２
４

０
１
５
－
０
２
３

３
０

０
１
５
－
０
２
２

０
１
５
－
０
１
９

２
９

０
１
５
－
０
１
８

２
８
－
１

２
８

０
１
５
－
０
１
５

０
１
５
－
０
１
４

２
７
－
１

０
１
５
－
０
１
３

０
１
５
－
０
１
２

２
７

０
１
５
－
０
１
０

９
－
１

０
１
５
－
０
０
９

０
１
５
－
０
０
７

Ｊ
９
－
７

０
１
５
－
０
０
５

８ ０
１
５
－
０
０
４

０
１
５
－
０
０
３

０
１
５
－
０
０
２

Ｊ
７
－
７

０
１
５
－
０
０
１

Ｆ
Ａ

ｃｍ

　　１

　　０

　－１

２０１０．１２ １ ２００９．１１～１２

ｃｍ

　　１

　　０

　－１

２００９．１１～１２ ２００８．１１

ｃｍ

　　１

　　０

　－１

２００８．１１ ２００７．１１～１２

ｍ

０

１００

標　高　断　面　図

藤 沢 市 ～ 水 準 原 点　（ 甲 ）　間 の 上 下 変 動

藤

沢

市

横浜市 川

崎

市

大田区 品川区 港区 中

央

区

千

代

田

区

現地概算値による。

水準原点（甲）

千代田区

横浜市

藤沢市

F25

J36-1

0 10

km

国土地理院資料

特段傾向に変化は見られない．

,

第189回 地震予知連絡会における提出資料の区間

基
２
５

１
０
８
２

８

１
０
８
２

９

１
０
８
３

０

１
０
８
３

１

１
０
８

３
２

１
０
８
３

３

１
０
８
３

４

１
０
８

３
５

１
０
８

３
６

１
０
８
３

７

１
０
８
３

８

１
０
８

３
９

１
０
８
４

０

１
０
８
４

１

１
０
８
４

２

１
０
８
４

３

１
０
８
４

４

１
０

８
４
５

１
０
８
４

６

１
０
８
４

７

１
０

８
４
８

１
０
８
４

９

５
３
６
７

－
２

Ｆ
Ａ
－
３

基
２
６

附
Ｆ
２

油
壺
験
潮

場
固
定
点

ｃｍ

　　１

　　０

　－１

２０１０．１０～１１ ２００９．１０～１２

ｃｍ

　　１

　　０

　－１

２００９．１０～１２ ２００８．１０～１１

ｃｍ

　　１

　　０

　－１

２００８．１０～１１ ２００７．１１～１２

ｍ

０

１００

標　高　断　面　図

三 浦 半 島 東 側 の 上 下 変 動

横浜市 横須賀市 三浦市

※　白ヌキは改埋点を示す。２０１０．１０～１１使用成果は現地概算値による。

0 10

km

横浜市
F25

油壺験潮場 5367-2
三浦市

三浦市にかけてわずかに沈降が見られる．

国土地理院資料第９図　水準測量による藤沢市～水準原点の上下変動
Fig. 9  Results of Leveling Survey from Fujisawa city to Vertical Datum (KO). 第 10 図　三浦半島における水準測量結果

Fig. 10  Results of Leveling Survey in Miura Peninsula.
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三浦半島先端側の沈降が見られる．

三　浦　半　島　西　側　の　上　下　変　動

第 11 図　三浦半島における水準測量結果
Fig. 11  Results of Leveling Survey in Miura Peninsula.
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館山地殻活動観測場（日平均値）

特段の変化は見られない．

国土地理院資料

国土地理院資料

水準原点を基準とした三浦半島（一等水準点）の上下変動
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5367-2
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第 12 図　水準原点から見た三浦半島周辺の水準点の上下変動時系列
Fig. 12  Time series of height change on benchmarks around Miura Peninsula referred to the Datum of leveling.

第 13 図　館山観測場における地殻変動連続観測結果（伸縮計・傾斜計）
Fig. 13  Results of continuous crustal deformation observation at Tateyama crustal activity observatory 

(strainmeter and tiltmeter).
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鹿野山精密辺長連続観測結果（ＥＤＭ）

最新観測データ：2011 年 4 月

人見方向に,わずかな短縮が見られる．

鹿野山‐小糸
基準:7032.70m

鹿野山‐人見 基準:12152.59m （～2002 年 8 月）
11168.74m （2006 年 4 月～）

鹿野山‐大坪山 基準:8194.88m （～2006 年 11 月）
7188.35m （2007 年 10 月～）

※2006年4月に南東約1kmの地点に移動（再設）

※2010年3月に東約20mの地点に移動（再設）

139˚46' 139˚48' 139˚50' 139˚52 ' 139˚54' 139˚56' 139˚58'139˚46' 139˚48' 139˚50' 139˚52 ' 139˚54' 139˚56' 139˚58'

100

200

300

139˚46' 139˚48' 139˚50' 139˚52 ' 139˚54' 139˚56' 139˚58'139˚46' 139˚48' 139˚50' 139˚52 ' 139˚54' 139˚56' 139˚58'

5 km

139˚46' 139˚48' 139˚50' 139˚52 ' 139˚54' 139˚56' 139˚58'139˚46' 139˚48' 139˚50' 139˚52 ' 139˚54' 139˚56' 139˚58'139˚46' 139˚48' 139˚50' 139˚52 ' 139˚54' 139˚56' 139˚58'

国土地理院資料

観測点情報

199204～ 月平均値による

199510 鹿野山測点（器械点）移動

200204 鹿野山測点測距儀および

システム更新

200209～200603 人見測点欠測

200604 人見測点移動（再設）

200612～ 大坪山測点欠測

大坪山測点移動（再設）

200909 全点欠測

200910 鹿野山測点測距儀更新

7
7

201103 人見測点移動（再設）

※2007年10月に東約1kmの地点に移動（再設）
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変動ベクトル図（水平）

基準期間：
比較期間：

2011/04/11 - 2011/04/11
2011/04/13 - 2011/04/13

長野栄
山ノ内

2.6cm

0.5cm

大潟
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国土地理院

長野県北部の地震（4月12日，M5.6）に伴う地殻変動

［Ｆ３：最終解］
［Ｆ３：最終解］

※東北地方太平洋沖地震に伴い，つくば１（92110）が変動したため，2011/3/11以降のQ3，R3解析においては解析時の固定点を与論（950495）へ変更している．
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第 14 図　鹿野山精密辺長測量結果
Fig. 14  Results of precise distance measurements at Kanozan.

第 15 図　長野県北部の地震に伴う地殻変動（水平）
Fig. 15  Crustal deformation associated with the Northern Nagano prefecture 

Earthquake in 2011 (horizontal).
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第 16 図　測地測量結果による関東北部地区の水平歪み
Fig.16  Crustal horizontal strain of Northern Kanto districts calculated from 

geodetic survey results (1/2).

第 17 図　測地測量結果による関東北部地区の水平歪み
Fig.17  Crustal horizontal strain of Northern Kanto districts calculated from 

geodetic survey results (2/2).
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第 18 図　測地測量結果による甲信地区の水平歪み
Fig.18  Crustal horizontal strain of Koshin districts calculated from geodetic survey 

results (1/2).

第 19 図　測地測量結果による甲信地区の水平歪み
Fig.19  Crustal horizontal strain of Koshin districts calculated from geodetic survey 

results (2/2).
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